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日本語教育研究者の受け入れ
－そこから見えてきたもの－
大石寧子
OISHI,Yasuko
徳島大学国際センター
要旨：２０１０年度前半国際センター は中国からの日本語教育に携わる研究員をはじめて迎え入れた。
約６ケ月の研究・研修を振り返ると共にそこから見えてきたいくつかの課題について考察したい。
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１．はじめに
留学生センター（現国際センター）は２００２
年４月に徳島大学に設置され、翌２００５年より
徳島大学での全ての日本語教育が留学生セン
ターで始まった。その後２００８年に発展的改組
により国際センター（以下センターとする）と
なった。今日までの歩みの中で今年度はじめて
海外から日本語教員の研究員を受け入れた。受
け入れに際し、組織上の問題や研究及び研修環
境・中国における日本語教育指導法等課題がい
くつか残った。今後のためにそれらについて検
証、考察をしたい。
２．受け入れに関して
2.1受け入れまでの流れ
2009年８月のはじめ、中国から１通のメール
が届いた。河南省理工大学外国学院日本語学部
に席を置く若い日本語教員からで、「JBIC（国
際協力銀行）円借款日本研修」の奨学金を得て
徳島大学で６ケ月研究をしたいという申し出で
あった。筆者の論文を読んでの申し出で「運用
に繋げる日本語教育」をテーマにしたいと言う
ことであった。
センターの現在の立場からセンターでの受
け入れは、難しい。ただサブテーマとして、本
国で業務と並行して北京師範大学大学院修士
課程で「作文指導」の研究をしており、来日後
は、日本語そのものの研究とその研究のための
資料も得たいということであった。そこで総合
科学部の日本語学の先生方に協力を仰ぎ、連携
で指導に当たることにした。従って受け入れは
総合科学部にお願いし、なんとか本研究者の受
け入れが実現した。
2.2受け入れプログラム
受け入れにあたり、いくつかの柱を立てるこ
とにした｡①研究テーマの一つである「日本語」
に関する知識や資料の獲得②運用に繋げる外
国語としての日本語教育の授業計画及び授業
展開・クラス運営の習得③運用に繋げる視点で
の授業実習である。また日本語教育が行われて
いる組織・環境を知るため徳島大学及び国際セ
ンターについての理解を促した。
2.2.1オリエンテーション
徳島大学での実際の受け入れは､２０１０年２月
２６日より８月１７日の約６ケ月であった。
研究・研修に先立って、まずセンター教員及
び事務方によるオリエンテーションを行った。
内容は、①国際課職員による徳島大学及び国際
センター概要②日本語教員によるｉ日本語研
修コース及びアジア人財コースii全学日本語
コースiii共通教育及び総合科学部関連日本語
教育③センター担当教員による留学生の相
談・指導④日本人学生送り出しである。
３徳島大学での研究内容
本研究員が、実際行ったプログラムは以下の
ようであった。
①国語としての日本語の知識・資料習得に関
して
・総合科学部日本語学担当教員の下での調
査
ｂ総合科学部授業受講一「日本語概説」「日
本語について考える」「日本語演習」
②運用に繋げる外国語としての日本語教育の
授業計画及び授業展開・クラス運営の習得に
関して
・日本語研修コースでの補助（ティーチング
アシスタント、以下ＴＡ）
③運用に繋げる視点での授業実習に関して
・全学日本語コースでの実習
④その他、センターや日本語教育部門主催の催
事や交流活動に参加
－１６－
ｑ国際交流サロンー日本語でしゃべらんで
（各テーマ：ひな埴飾り、餅つき、折り紙、
阿波踊り）
・筆者の工大連携出張授業（脇町高校・城北
高校）
・日本語研修コース研修旅行（海南小学校）
・ホームステイ
⑤シンポジウムでの発表
・第５回日本語教育シンポジウム、７月１７
日、国際センター主催「世界の日本語教
育」にて「河南理工大学外国語学院日本
語学部における日本語教育一現状と問題
点」
3.1日本語研修コース
3.1.1日本語研修コース概要
本コースは、大使館推薦国費留学生で文部科学
省大学院入学前予備教育の留学生を軸とし、学
内募集に応じた指導教員より送り込まれ院
生・研究生からなる。当該期は、大学院入学前
予備教育の留学生２名、学内募集で参加した私
費留学生２名、エジプト政府派遣１名の計５名
で行われた。実施内容・形態等は以下のようで
ある。
･開講時期：４月８日（水）～９月１１日（金）
・時間： 月～金８:40～14:2０（4.5Ｈ
／日）
・学習総時間数：４００時間
・使用テキスト：
「みんなの日本語初級Ｉ．Ⅱ」本冊
「みんなの日本語初級Ｉ．Ⅱ」翻訳・文法解
説「みんなの日本語初級Ｉ漢字」
・教授形態：終日１教員、チームティーチン
グ
・教授法：直接法
・宿題：センター作成宿題長「使える会話｣、
各教員作成、日記等
・試験：ペーパー試験２回、ＯＰＩ（口頭言語
運
用能力試験）
・屋外学習：研修旅行、見学、タスク
センターが行っている日本語教育の３本柱
の１つである本コースで、開講前準備段階から、
修了式までをＴＡとして係わり、運用に繋げる
ためのシラバス・カリキュラムー教授法、表記
の扱い方、教授内容および教材教具の扱い方、
時間配分、クラス運営などや日本語教育を通し
ての文化・習'慣・考え方･マナーなどの授業へ
の取り込み方なども学んだ。またセンターの日
本語教育を支援する地域・学生サポーターの取
り込み方や屋外学習・タスク等もあわせて指導
した。
3.2．全学日本語コース
本研究員は、中国で４年の日本語教員経験が
あるので、全学日本語コースで実習を行った。
センターの日本語教育の３本柱の２つめで
ある全学日本語コースは、以下のようである。
･対象徳島大学在学の全留学生、研究生
研究者、とその家族
･期間：５月～７月、週２回、全２０回
･時間：各９０分
．クラス：Ａ～Ｄレベル別（常三島、蔵本）
･教授形態：２名によるチームテイーチング
･教授法：直説法
･教科書：「みんなの日本語初級Ｉ」１～１４課
･表記：ひらがな、カタカナ
･教具：レアリア、絵カード等
･宿題：国際センター作成宿題帳抜粋、私製等
常三島キャンパスでのＡｌクラスを専任講師
と組んで担当することとした。常三島キャンパ
スＡ１クラスは、中国４名エジプト１名の全員
男性で大学院生による計５名の小クラスである。
当初中国の学生が少ないクラスをと考えてい
たが、実際ふたを開けてみたらやはり中国勢が
多く、やむ終えない状況となり、組んでいる専
任教員の指示を受けながら行った。また本人の
担当部分の学習項目や教え方については、指導
の筆者とミーティングをもち、当該文型や語葉
の分析、導入方法、展開の仕方、シチュエーシ
ョン作り、宿題作成、必要教具等を事前に確認
した。シラバスに関しては下記のようである。
Ａｌクラス主なシラバス
回 学習項目
回
l）表記①＊開始前にプレイスメント
2）基本挨拶テスト実施
3）教室用語
1）表記②
２ 2）はじめまして、です。
どうぞよろしくお願いします
回 l）
Iま、です／か
2）～の～（所属）
－１７－
４回
６
回
８
回
回
１
1２
回
1４
国
1６
回
1８
1）こ、そ、あれ
2）なんですか
3）私の（Ｎ）
1）こ、そ、あそこ
2）どこですか
3）いくら
1）時間～曜日
2）～から～まで
3）～にＶます／か（含．過去）
1）～へＶます／か（含・過去）
2）だれといっしょに．いつ・なんで
3）～月～日
1）～をＶます／か（含・過去）
2）～で（手段）
3）電話の会話
1）動詞復習
2）何をしますか／しましたか
3）～で(場所）Ｖます
1）Ｖませんか
2）あげる／もらう
3）家族用語
1）形容詞
2）Ｎは、どうですか／でしたか
3）そして／でも
1）どんなＮですか
2）過去形復習（動・形容詞、名詞十です）
1）好き・嫌いです／か
2）上手・下手〃ノ
3）どうして－～から
1）Ｉこがあります／います
2）Ｉまどこにありますか／いますか
3）助数詞（いくつ）
1）をください
をつください
2）もつとやすいのはありませんか
1）期間
2）－に回Ｖます－
l）Ｖたいです
2）ほしいです
3）
1）て形
に行・来・帰りますへ
2）～てください
はい、どうぞ／わかりました
すみません、ちょっと＋～から
口当該研究員担当
3.2.1実習状況
担当日前までに教案を作成し、それについて筆者
と共に検討を重ねた。しかし教案作成がはじめて
であったので､その日の到達目標､必要教材教具、
授業の流れが作成できない。本国での指導方法が
本を開いてその順番どおりに進め、対訳法で行う
授業であったので、その日に何を習得させ、それ
を習得したら何ができるようになるのか、また運
用力をつけるとはという視点をもっていない。徳
島大学では、この運用力をつけることを第一とし、
そのために学習しているシラバスの実感を持た
せるために導入を大事にし、より具体的な物やみ
んなで経験し知っている具体的な情報を使って
導入する。そしてその日の最終的な仕上がりは、
与えられたシチュエーションで、そこまでに学習
したことを組み合わせ、自分でなんとか言いたい
ことが言えるというところをもって仕上がりと
する。しかし言葉の意味や文型の意味については
しっかりした知識をもってはいるものの、このよ
うな視点がないため実際クラスに入ると、唐突だ
ったり、その場に合わない提示だったりとうまく
回らない。
導入後文法整理をしたあとの定着の正確さや
流暢さを身につける練習では、パターンプラクテ
ィスの方法やチェーンドリルをはじめ様々な練
習方法を指導し、その習得を目指した。
また教材教具に関しては、使用するのが初めて
だったので、絵カードの持ち方や向き．見せ方や
教具の扱い方など全て初めての体験であった。
これらの点から90分を任せるのは無理と分かり、
数回実施後、授業の２／３を実習し、残り１／３
を筆者がまとめるという形をとった。
3.3．授業見学
国際センターでの日本語教育の３本目の柱で
ある共通教育の日本語・日本事'情及び総合科学
部の「日本語教授法」や非常勤講師による授業
も含め日本語授業の見学も行った。
日本で仕事をしている日本語教員は、人の授
業を見させてもらう価値やありがたさを知っ
ている上に貴重な機会と捕らえ、積極的に参加
するが、本研究員はあまり積極的ではなく、日
本に来たからこそ得られる貴重な機会で勉強
になるからと何回か促して参加させた。これは
国での日本語教育が、教科書に沿った授業で、
各教員の思考や研究・工夫が色濃く反映する日
本での日本語教育とはかなり違うため、当初は
その違いに気づかなかったためと後日判明し
た。
４見えてきたもの
４１海外での日本語教育上の課題
－１８－
??‐。
毎回の授業の事前準備で気づいた点は、導入
から仕上げまでの流れが作れないということ
であった。これは本を開いて、１行目から順に
していく本国でのスタイルのせいであろう。ま
た対訳法で教えていたので、文型・語英の意味
用法はわかってもそれをどう分析し、導入して
行ったらいいのかがわからない上、そういうア
プローチ自体が生まれて初めての経験であっ
た。
そのため授業も導入から仕上げまでがスム
ーズに行えず、時には唐突だったり、流れに無
理があり、学生が何を要求されているのか戸惑
うようなことが開始直後はしばしば生じた。
また「絵教材」という語菜自体を知らなかっ
たようで、その効果的利用法や持ち方などを一
から指導する状況であった。
滞在中「みんなの'1本語」の新出動詞・名詞
について、中国語と意味が異なるものについて
調査していたが、その結果約半数以上に及ぶこ
とがわかった。
中国からの留学生のかなりの人達は自国で
しかも独学で日本語を学んでくる場合が多い。
日本語能力試験の１，２級を持っている人達も
多いが、運用を見るとスムーズなコミュニケー
ションが取れないことがしばしばある。上記の
ような指導法や漢字に対する誤解も大きな理
由ではないだろうか。語葉や文型の語義はわか
っても、それをいつ、どういう状況で鋤使えるの
か、それを使ったら、相手はどう出るのか、そ
のシチュエーションは…という視点での日本
教育ではないためである。また日本人の考え
方・習慣・ルールなどに着|'せず中国でのそれ
らを元に日本語を使用しているので、運用時に
時としては、発話者の意図とは違い、失礼であ
ったり、乱暴であったりするのではないだろう
か。これは中国に限らず他の国でも同じような
ことがしばしば見られる。本研究員の「運用力
に繋げる日本語教育は日本での研究・研修で得
られた一番の収穫であった｡」という弁に、今
後の変革を期待したい。
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織の見直しがなされ、センターでの受け入れが
一日も早く望まれる。
4．２．受け入れ手続き上の課題
殆どの大学での日本語教育は、国際センター、
国際交流センターなどの旧留学生センターで
の業務となっている。そのため独自での研究員
の受け入れができない。しかし日本の発展に伴
い日本語教育が認知されて来た昨今、日本で日
本語教育を研究テーマにする大学院生や研修
生は今後も増えていくと思われ、大学としての
責任も大きくなっていくと思われる。大学の組
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海南小学校見学同行．
ー
城北高校出前授業
